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《 調節容量計算フロー 》 

START 
Ａ ：開発等の面積(ha) 

Ａ１：雨水浸透阻害行為面積(ha) 

雨水浸透阻害行為面積、開発許可等面積の確認 

行為前後の土地利用毎の流出係数、面積の整理 

雨水浸透阻害行為面積 

Ａ１≧0.1ha 

雨水浸透阻害行為面積 

Ａ１≧0.1ha 

雨水浸透阻害行為面積 

Ａ１＜0.1ha 

Yes No 

―従前のピーク流出量の算出― 

Ｑ１＝1/360・ｆ１・ｒmax・Ａ 

ｆ１：行為前流出係数(加重平均) 

ｒ max： 基 準 降 雨 の 降 雨 強 度 

108.0(mm/hr) 

Ａ ：開発等の面積(ha) 

許容放流量Ｑ 

貯留施設高Ｈの設定 

－オリフィス寸法の決定－ 

*** 次式が成立するようにａ，Ｄを決定 *** 

Ｑ＝Ｃ・ａ・√(2・ｇ・(Ｈ-Ｄ/2)) 

Ｑ：許容放流量(m3/s)      Ｈ：調節池高(m) 

Ｃ：放流口の流出係数C=0.6   Ｄ：放流口高(m) 

ａ：放流口の断面積(m2)       g：重力加速度9.8(m/s2) 

次ページ へ 

公共公益施設においては、「公共・公益

施設における雨水流出抑制施設設置基

準」（枚方市要綱第３２号）に基づく協

議が必要 

貯留施設容量Ｖを仮定 

(貯留施設面積Ｓも同時に仮定される！) ※１ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－流入量Ｑin(t)の算出－ 

 ※ｔ：0～24hr(10分毎) 

Ｑin(t)＝1/360・ｆ２・ｒ(t)・Ａ 

ｆ２：行為後流出係数(加重平均) 

ｒ(t)：基準降雨の降雨強度 108.0(mm/hr) 

Ａ ：開発等の面積(ha) 

－貯留施設水位Ｈ(t)の算出－ 

 

平均流入量＝平均流出量＋⊿ｔ前後の貯留量差となるようＨ(t)を設定(以下の収束計算による)する 

 ⊿ｔ：計算時刻刻み(10分) 

Qin(t-1)+Qin(t)         Qout(t-1)+Qout(t)  

        2                        2 

以下のように式を展開し、水位Ｈ(t)を仮定して、その水位に対するＶ(t)とＱout(t)を計算して 

Φ(t)に等しい水位Ｈ(t)を見いだす。 

Qin(t-1)+Qin(t)  

        2                    

2Qout(t-1)-Qout(t-1)+Qout(t)    V(t)    V(t-1) 

                      2                 ⊿t     ⊿t 

                         V(t-1)    Qout(t-1)      V(t)   Qout(t) 

                          ⊿t         2            ⊿t      2 

V(t-1)   Qout(t-1)    

   ⊿t        2   

 (Ｑin(t-1,t)-Ｑout(t-1))＋Φ(t-1)＝Φ(t)  … 式(3) 
  

 

 

 

 

=Qin(t-1,t)  とおくと 

・⊿t= ・⊿t+(V(t)-V(t-1)) 

Qin(t-1,t)= +   - 

(Qin(t-1,t)-Qout(t-1))+ 

+ = + 

+ 

= φ(t-1) とおくと 

ただし、放流量は以下のＱout計算とする。 

Ｈ(t)≦1.2Ｄ     Ｑout＝Ｃ’・ａ1/2 ・Ｈ(t)3/2 

1.2Ｄ＜Ｈ(t)＜1.8Ｄ Ｈ(t)＝1.2Ｄ、Ｈ(t)＝1.8ＤのＱoutを直線近似 

Ｈ(t)≧1.8Ｄ     Ｑout＝Ｃ・ａ・√(2・ｇ・(Ｈ(t)－Ｄ/2) 

Ｃ，Ｃ’：放流口の流出係数Ｃ＝0.6 Ｃ’＝1.8 

次ページ へ 

※２ 

左辺(H(t)に無関係)=右辺(H(t)により

変動)となるH(t)を設定する！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―放流量Ｑout(t)、Ｖ(t)を算出－ 

Ｑout(t)＝オリフィス計算にＨ(t)を代入 

Ｖ(t)＝Ｓ・Ｈ(t) 

*** 次のステップ *** 

Ｑout(t) ⇒Ｑout(t-1)  

Ｖ(t) ⇒Ｖ(t-1)    として計算式に代入 

★判定 

Ｑout(max)≦Ｑ(許容放流量) 

Ｈmax≦Ｈ(貯留施設高) 

Ｑout(max)＝max(Ｑout(0)…Ｑout(t)) 

Ｈmax＝max(Ｈ(0)…Ｈ(t)) 

ＯＫ 

貯留施設の規格決定 

ＮＧ 

※１ へ 計
算
時
間
ス
テ
ッ
プ( 

 

分)

毎
に
繰
り
返
し 
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※２ へ 


